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低誘電特性を有するポリシアヌレートの合成 

岩手大院理工 ○石塚健太・塚本匡・芝崎祐二・大石好行 

＜緒言＞  

近年、5G などの通信信号の高速化により、高周波数に対応した低誘電・低誘電正接の絶縁材料が求
められている。ポリシアヌレート(PCy)はトリアジンジクロリドとジオールの重縮合により得られるポ
リマーであり、トリアジン環が対称構造のため低分極であり、誘電率が低くなる傾向がある。また、ト
リアジン環に置換基を導入しやすいこと、用いるジオールの構造が豊富であることから分子設計が容
易である。誘電率はその材料の分極、および分子体積に影響を受け、単位体積当たりの双極子が少ない
ほど誘電率が下がるとされており、脂肪族やフッ素原子の導入が望ましい。そのため、分子構造に脂環
式構造を導入することで、熱特性の向上や誘電率・誘電正接の低下が期待できる。 

本研究では脂環式構造を有するトリアジンジクロリドとビスフェノールの重縮合による条件検討を
行い、PCy のフィルムを作製し、脂環式構造が PCy の特性に及ぼす変化を調査した。 

＜実験結果と考察＞ 
塩化シアヌルを出発物質とした求核置換反応により、モノマーである 2 種類の一置換トリアジンジク
ロリド DCPTおよび DCPpTの合成を行った。 

 

重合はアルカリ水溶液と有機溶媒の二相系で行い、相間移動触媒として CTMAB を使用した。有機
溶媒、および反応温度などの条件を変え、得られたポリマーから溶媒キャスト法により各種 PCy フィ
ルムを得た。溶媒キャスト法により得られたフィルムはすべて無色透明であった。 

合成したポリマーの特性をビスフェノールの種類で比較すると、汎用的な Bisphenol A(BisA)が
180 ℃ 程度であったのに対し、1,1-ビス(4-ヒドロキシフェニル)-3,3,5-トリメチルシクロヘキサン 

(BisP-

HTG) の
ような嵩
高い構造
のビスフ
ェノール
を用いる
と、主鎖の
運動性の
低下によ
り、ガラス
転移温度
が 240 ℃ 

に向上し
た。そして
屈折率お
よび誘電
率の低下
がみられ、屈折率は 1.598、誘電率は 2.553まで低下した。この結果は、脂環式構造による分子体積の
増加と分極率の低下によるものであると考えられる。また、トリアジンジクロリドによる違いで比較
すると、ビスフェノールが同じ場合でも、それぞれ屈折率、誘電率の低下がみられ、脂環式構造の導入
により、屈折率 1.578、誘電率 2.54 まで誘電率が低下し、誘電正接 Dfも 0.002 付近の低い値を示した
ことから、脂環式構造の導入による特性への影響が示唆された。 
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